
去
り
行
く
友
へ
の
巡
る
想
い

九
回
生

飯

島

泰

蔵

千
里
山
会
が
発
足
す
る
二
年
前
の
平
成
七
年
十
一
月

十
八
日
、
銀
座

一
丁
目
に
あ
っ
た
「
懐
石
京
樽
」
で
東

京
同
窓
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
千
里
山
会
の

前
身
に
相
当
し
て
い
ま
す
が
、
当
日
出
席
し
て
い
た
同

期
生
が
顔
を
揃
え
た
と
こ
ろ
を
撮
し
て
貰
っ
た
の
が
、

こ
の
写
真
で
す
。

後
列
は
左
側
か
ら
妻
木
(
岸
副
)
恵
介
、
辰
巳
昂
、

藤
田
田
、
前
列
は
同
じ
く
左
側
か
ら
宇
野
隆
造
、
疋

田
敬
一
郎
、
そ
し
て
私
(
飯
島
泰
蔵
)
と
い
う
六
人
で

し
た
。
昭
和
十
三
年
の
春
、
千
二
小
の
第
九
期
生
と
し

て
卒
業
し
て
行
っ
た
者
達
で
す
。

妻
木
君
の
嘗
て
の
勤
務
先
は
三
井
物
産
側
、
辰
巳
君

は
伊
藤
忠
商
事
側
、
藤
田
君
は
附
藤
田
商
庖
社
長
、
宇

野
君
は
鮒
京
樽
、
疋
田
君
は
金
商
又
一
側
、
そ
し
て
私

は
東
工
大
で
し
た
。
現
在
こ
の
中
で
は
、
妻
木
君
と
私

の
二
人
の
み
が
存
命
中
で
す
が
、
疋
田
君
は
平
成
十
年

三
月
二
十
六
日
に
、
藤
田
君
は
平
成
十
六
年
四
月
二
十

一
日
に
、
そ
し
て
今
回
辰
巳
君
は
平
成
二
十
二
年

一
月

十
八
日
に
、
宇
野
君
は
平
成
二
十
二
年
八
月
十
日
に
そ

れ
ぞ
れ
他
界
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
友
人
達
は
現
存

し
て
い
れ
ば
、
八
十
五
歳
か
ら
八
十
六
歳
に
な
る
筈
で

す
が
、
残
念
な
限
り
で
す
。

こ
の
歳
に
な
る
と
次
々
に
こ
の
世
を
去
っ
て
行
か
れ

る
方
々
が
多
く
、
心
淋
し
い
想
い
に
駆
ら
れ
て
い
ま
す
。

千
二
小
卒
業
後
、
実
は
私
は
皆
さ
ん
方
と
は
全
く
別

の
道
を
歩
み
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
以
来
半
世
紀
も
の
長

い
間
音
信
が
絶
え
た
ま
ま
で
居
り
ま
し
た
σ

懐
か
し
い

旧
友
の
皆
さ
ん
方
と
の
聞
に
、
再
会
の
機
会
が
得
ら
れ

ま
し
た
の
は
、
将
に
千
里
山
会
が
発
足
し
た
お
陰
だ
っ

た
こ
と
を
振
り
返
り
、
心
か
ら
感
謝
す
る
ば
か
り
で
い

ま
す
。
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菅

誠
爾
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
、
河
内
方
面
へ
遠
足
。

「
観
心
寺
建
て
か
け
の
搭
」
の
前
で
。

(昭
和
十
年
二
月
十
七
日

千

二
小

3
年
生
)

朝
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哲
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真
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飯
島
泰
蔵

岸
副

恵
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藤
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回
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千
二
小
九
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会
{
平
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年
九
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日
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回

妻
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国
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坂図

書

岡
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徳
井

蒔
田

土
原

蔵
弁

札
場

利
回

大
菅

足
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自.土
居

岩
相暗

荒
川

高
橋

上

原

小

国

事

自
上

字
野

z 
浅
沼

音羽寿司於千里山駅前

この同期会は、前回から数えて 30年振りであり、また昭和 13年の千二小卒業以

来実に 53年の歳月が経過しておりました。大阪近郊に在住の方々ばかりでなく、

仙台、東京、岡山、九州等から遁々参加された友人達が少なからず居て、当日は久々

の再会を心から愉しんだことでした。
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